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「男女共同参画社会基本法が施行されました。」�
「改正 男女雇用機会均等法が施行されました。」�



知っていましたか？�

5つの基本理念ー男女がともにイキイキと生活し、活躍できる社会へー�

職域・学校・家庭など社会のあらゆる分野で、男女共同参画社会の形成に寄与するよう努めること。�

平成11年6月23日�

平成11年4月1日�

男女の�
人権の尊重�

社会における制度や�
慣行についての配慮�

政策等の立案及び�
決定への共同参画�

家庭生活における�
他の活動の両立�

国際的協調�

女
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こ
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自
分
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性
へ
の
暴
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地域� 仕事�

家庭�

国民の責務�

かすがい女性連盟代表理事 斎藤　喜美子�
「男女差別は人権侵害」との明文化を喜びたい。女性自身も男性も思考の変換なくして「男社会」から�
真の「男女共生社会」への変革などあり得ません。基本法の理念を形にして施策に生かしてほしいです。�

私から�
ひとこと�

働く女性が性により�
差別されることなく�
その能力を�
十分発揮できる�

雇用環境を整備すること�

働く女性が安心して�
子どもを産むことができる�
環境をつくること�

男女がともに�
職業生活と家庭生活を�
両立できる条件を�
整備すること�

女性を採用する時�

結婚・妊娠・出産の�

際に退職する旨の�

念書を提出�

結婚・妊娠・出産の�
際に退職する旨の�
念書を提出させない�

受け付け・秘書課�

への配置は�

女性だけ�

性にかかわらず�
適性・能力�
で判断�

会社案内を�

男性のみに�

送付�

会社案内を�
男女に送付�

販売員（30歳未満）�

貴女の感性が�

生きる仕事です�

販売員（30歳未満）�
感性が生きる�
仕事です�

営業職�

男性のみ�

募集�

営業職募集�

女性の賃金は男性の6割だといわれています。�

女性のみ採用することで、最初から低賃金での採用というこ

とになり、ますます男女の賃金の格差がでてきます。女性の

賃金や処遇を保障するために、女性のみの募集、男性のみ

の募集はなくなりました。�

なぜ女性のみの

募集はだめになっ

たのですか？�

特　集�



就　　職� ●仕事を選ぶとき、きちんと将来のことを考えましたか？面接のとき「結

婚したら仕事は辞めますね」の問いに「はい」なんて答えていませんか？�

結　　婚� ●幸せそうな2人。でもこの時期に家事、

育児、介護についてきちんと話し合っ

ておきたいですね。女性だけに負担

がどっとこないように!

出　　産�

●これだけは、代わってもらうわけにはいきませんが、夫が出産に立ち会うケー

スも増えています。�

●“育児をしない男を父とは呼ばない”

なんてポスターもあります。�

そう、今は男性だって育児休業をとる

ことができるのですから。�

●なぜ“嫁”に負担が重くのしかかる。�

介護している人が疲れはてては大変。

福祉サービスを利用してみては。�

●これが一番高いハードルかも？�

まだまだお茶くみは女性の仕事なん

て思っている人も多い？�

育　　児�

介　　護�

男性の無理解�
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「
夫
だ
か
ら
」「
妻
だ
か
ら
」
に
と
ら
わ
れ
ず
、で
き
る
人
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助
け
合
っ
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家
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の
で
す
よ
ね
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女性が働き続けるためのハードルはこんなに高い!!
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い
も
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も
う
1
年
が
過
ぎ
ま
し
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実
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援
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依
頼
会
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援
助
会
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の
双
方
が
、感
謝
の
気
持
ち

を
持
っ
て
活
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し
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け
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で
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と
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■
援
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に
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こ
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の
感
触
に
感
激
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ま
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・
私
だ
け
で
な
く
、夫
に
も
慣
れ
て
…
夫
も
と
て
も
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。　�

・
私
よ
り
も
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懐
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ジェンダーフリーとは、“女らしさ、男らしさにとらわれず”という意味です。�
“自分らしさ”みつけてみませんか。�

■ところ／レディヤンかすがい�

■受講料／各コース520円�
■定　員／各コース40名（超えたときは抽選）�
■申し込み方法／�
　10月15日（金）〈必着〉までに、ハガキにコース・住所・氏名・年齢・職業・電話番号�
　託児希望の方は「託児希望」・子どもの名前（ふりがな）・年齢・性別も書いて�
　〒486ー8686春日井市役所 青少年女性課（　 ８５ー６１５２）へ�

今回のテーマは「くらしのなかのジェンダーフリー」です�今回のテーマは「くらしのなかのジェンダーフリー」です�

〈デイコース〉　結婚再考� ※2才以上の未就学児を10人まで託児できます。�

くらしのなかのジェンダーフリー�テーマ�

と　き� テ ー マ� 講　師�
1回目�

11月4日（木）�
午後1時～3時�

2回目�

11月12日（金）�
午前10時～正午�

3回目�

11月20日（土）�
午前10時～正午�

4回目�

11月25日（木）�
午前10時～正午�

5回目�

12月2日（木）�
午前10時～正午�

自分を好きになるために�
ー自己尊重から自己解放へー�

家庭の中で�
あなたは傷ついていませんか�
ードメスティック・バイオレンスー�

結婚は損か得か�
ー法律婚は誰のため？ー�

つくられる「女の子」「男の子」�
ー教育というマインドコントロールー�

あなたの事情、わたしの事情、�
みんなでセッション�

ウィメンズカウンセリング京都�

井上 摩耶子氏�

愛知県立大学文学部�
社会福祉学科講師�

吉田 恭子氏�
金城学院大学現代文化学部�
国際社会学科助教授　�

武田 万里子氏�

名古屋大学名誉教授�
日本戦没学生記念会（わだつみ会）事務局長�

安川 寿之輔氏�

中部学院大学短期大学部�
幼児教育学科教授�

古川 芳子氏�

〈イブニングコース〉　男女共同参画社会の課題 ～春日井市の場合～�

と　き� テ ー マ� 講　師�
1回目�

11月11日（木）�
午後7時～9時�

2回目�

11月18日（木）�
午後7時～9時�

3回目�

11月25日（木）�
午後7時～9時�

仕事か子どもかから�
仕事も子どももへ�
ー男並の働き方はもうダサイー�

明るい未来・介護の社会化�
ー介護は家族を超えてー�

わたしの事情、あなたの事情、�
みんなでセッション�

名古屋市立大学教授�
東海ジェンダー研究所理事�

安川 悦子氏�

金城学院大学現代文化学部�
福祉社会学科教授�

杉本 貴代栄氏�
中部学院大学短期大学部�
幼児教育学科教授�

古川 芳子氏�

「どうせ私なんか」「女だからしかたない」と知らないうちに�
自分を否定していませんか。�
まるごと自分を大切にし、自分を信頼する力を発見しましょう。�
「誰に食べさせてもらっているのか！」と、言われたことは�
ありませんか。これも暴力です。�
家庭という密室の中でおきる暴力の根源を探りましょう。�

結婚したがらない若者が増えています。結婚制度は誰のため？�
結婚は本当に“女の幸せ”だったのでしょうか？�

「強くたくましい女の子」「優しく涙もろい男の子」がいて�
あたりまえ。誕生のときから刷り込まれ続けた「○○らしさ」�
を検証してみる。�


